
令和元年度事業結果報告概要 

概 要 
年号が『平成』から『令和』へと移り変わり、門真市シルバー人材センターでは、請負・

委任と派遣の事業を合計した売り上げが６億８千５百万円、会員数も１，６９６人と過去最

高の実績で終えることとなりました。 

当センターは一年間を通して、いきがい・働き甲斐を旗印に多くの高齢者が組織的に地域

に貢献する事業として戦略的に取り組み、門真市の地域特性を生かした先進的なシルバー人

材センター事業の成功事例『かどまモデル』の構築を目指し、これを全国に発信してまいり

ました。 

少子・高齢・人口減少社会が益々進む我が国で、定年延長等高齢者の労働環境が大きく変

化する中、当センターは、地域を支える有償ボランティアとして、不足する労働力を補完す

る社会資源として期待され、これに応えてまいりました。過去最高の人出となった第３回ふ

るさと門真まつりの参画や、９千人を超える来場者を迎えた弁天池公園の秋の恒例イベント

「ふれ愛感謝祭」を開催等、多くの市民の方に当センター事業の周知に努めてまいりました。

また、普及啓発の窓口を増やし、シルバー人材センターでの働き方（健康寿命の拡大、労働

力の活用、地域社会貢献）を広く周知し、各個人に応じたライフスタイルの提案に努めてま

いりました。 

このような中、来る令和２年度は、センター設立４０周年を迎え、東京オリンピックの開

催と相まって、センター事業のさらなる飛躍の年とする為に記念事業の準備を進めてまいり

ました。しかしながら、年末に発生した新型コロナウイルスの感染拡大とその拡大防止の為

の行動自粛、世界的な感染拡大、この影響で景気が後退局面を迎えており、今後センター事

業の先行きも不透明な状況に至っております。 

なお、本年度の活動の内容及び結果を、以下の通り報告します。 

 

【１】色々なアプローチで会員の皆さんの活躍する姿を市民に見ていただく試み「魅せる広

報」の充実を図りました。タウン誌やホームページ、ソーシャル・ネットワーク・サ

ービスやマスメディアを活用した発信を行い、入会の動機づけにつなげました。 

 

【２】就業機会を拡大する取組みとして、請負・委任による就業・労働者派遣事業・職業紹

介事業の基本の三業務を有効に活用し、多様な職種の開拓に努めました。また、当セ

ンター自主事業として、「介護保険事業」・「新総合事業」・「第２層生活支援事業」・「福

祉有償運送事業」・地域交流サロン「つどエール」等の福祉関連事業、「弁天池公園」

の市指定管理事業、喫茶「チエブクロー」等の独自事業、就業機会創出拡大事業とし

て「介護予防福祉作業所『ハッピーエール』」・「伝統野菜栽培促進事業」を実施し、新

たな会員の就業機会の拡大に努めました。 

 

【３】普及啓発活動を推進する取組みとして、センターが主催する「弁天池公園スプリング

カーニバル・ふれ愛感謝祭」、「シルバー便利や Day」等を開催し、事業の普及啓発に

努めました。また、「第３回ふるさと門真まつり」「プラザ de 門真もん市」「古川橋ラ

ブリーフェスタ」等、市内外で開催される多くのイベントの実行委員会に参画し、多



くの会員の動員力を生かした地域活性化に貢献しました。 

   地域の事業所や個人商店の協賛を得て「シルバーフレンドリーショップ」やイオン古

川橋駅前店での「就業相談所」「出張便利や Day」を開催しました。 

   各種イベントの運営協力、清掃奉仕活動や大阪マラソンなど、積極的なボランティア

活動を実施しました。 

 

【４】公益社団法人としてのガバナンスの徹底を図る取り組みとして、国・府・市からの適

切な指導の下、定款や諸規定に準拠した事業運営に努めました。 

 

【５】安全、適正就業の取り組みについて、事故ゼロを目指して、安全就業推進委員による

「安全パトロール」、門真警察署の協力を得て「自転車安全講習会」を実施しました。

また、全会員の受講を必須とする適正就業特別研修会を開催し、適正な就業や就業の

質・会員のモラルの向上を図りました。 

 

【６】法人組織の活性化を目指して、理事会を中心とした組織運営に努めました。「組織」・

「就業開拓」・「普及啓発」の専門部会と個々の委員会が連携し、「会員を増やす」・「就

業機会の拡大」・「普及啓発活動の推進」に努めました。また、迅速な事業運営を図る

ため、理事会に補完して毎月「三役部会長会議」を開催、情報共有に努めました。 

 

【７】描け未来 次の十年への取り組みとして、中長期計画『設立４０周年記念へのマスタ

ープラン』の進捗状況を検証しました。また、次の１０年に向けての第二期の中長期

計画策定準備に着手しました。 

 

なお、具体的な事業数値目標に対する結果及び具体的に実施した事業については、以

下の通り報告します。 

１． 事業数値目標に対する結果 

本年度の数値に対して、以下の結果となりました。 

 事業数値目標 令和元年度結果 達成率（％） 対前年 

➀正会員数 １，７５０ １，６９６ ９６．９ ＋２１ 

新入会員数（人） ３００ ２１５ ７１．７ －２３ 

➁契約件数 受託事業（件） ６，０００ ４，８４５ ８０．８ －６５０ 

派遣事業（件） ３７０ ３９７ １０７．３ ＋１２１ 

③契約金額 受託事業（千円） ４１５，０００ ４０８，８１８ ９８．５ －１３，０２３ 

派遣事業（千円） ２８５，０００ ２７５，９８０ ９６．８ ＋２７，９２２ 

④就業率      （％） ９０ ８６．１ ９５．６ －３．９ 

⑤就業実人員受託事業（人員） １，３５０ １，２９５ ９５．９ －５０ 

派遣事業（人員） ４２０ ４５３ １０７．９+ ＋３２ 

２．具体的に実施した事業 



【１】会員数を増やす 

１、入会説明会は、以下の通り開催しました。 

①センター大会議室  １２回開催    参加者数 １４５名 

②市民プラザ     １０回開催    参加者数  ４９名 

③弁天池公園     １１回開催    参加者数  ４５名 

２、魅力あるセンターづくりに努めました。 

 ①多様な就業機会の創出 

②生きがい地域参画機会の創出 

③公認同好会の承認と活動の支援 

④『シルバーフレンドリーショップ』登録店舗数６５店舗（新規獲得店舗７店舗） 

３、会員口コミによる入会促進活動に努め、2 名が入会しまた。 

４、在会５年、１０年の聞き取りアンケートを実施し、会員の現状把握と退会の抑制に 

務めました。 

①平成２１年度入会対象会員  ４８名、実施者  ４５名 

②平成２６年度入会対象会員 １３０名、実施者 １２４名 

５、女性活躍委員会を中心に女性の会員拡大や就業機会拡大に取り組みました。 

①ホウ酸団子作り     受講者数 ２４名（実施曜日） ５月２３日 

②レンコン染め物講習会  受講者数  ４名（実施曜日）１０月２１日 

②料理講習会       受講者数 ２５名（実施曜日）１０月２４日 

③お菓子作り講習会    受講者数 ２４名（実施曜日）１２月１９日 

６、各種イベントの開催時にＰＲブースを設け、積極的に入会の促進を図りました。 

①シルバー便利やＤａｙ ２３回開催 

 ②プラザ de 門真もん市  １０回開催 

７、ホームページのリニューアルやメディアによる媒体での情報発信を図りました。 

①市広報紙に会員募集記事掲載 （８月号・１２月号）  

②ＦＭ ＨＡＮＡＫＯ への出演     ３回 

③週刊大阪日日新聞へ就業紹介の記事掲載 ６回 

  

 

 

 



【２】就業機会を拡大する 

（１）就業の種類・量の増強 

１．受託事業（請負・委任による就業） 

技能群 

 就業延人員（人日） 受託件数（件） 契約金額（千円） 

平成３０年度 ３，６２０ １，１４７ ３６，５１３ 

令和元年度 ２，３７８ ９２７ ２３，９７６ 

前年対比達成率（％） ６５．７ ８０．８ ６５．７ 

軽作業群 

 就業延人員（人日） 受託件数（件） 契約金額（千円） 

平成３０年度 ５４，６０４ １，０８７ １７８，８２１ 

令和元年度 ５３，０３４ １，０９８ １７６，８３７ 

前年対比達成率（％） ９７．１ １０１.０ ９８．９ 

①既存の契約内容の適正就業を再点検し、改善に努めました。 

②職種ごとに内容を検証し、就業機会の拡大や質の向上を図りました。 

③適正就業特別研修会を開催し、１，２１４名の会員が受講し適正就業、就業の心得・ 

マナー等のレベルアップに努めました。 

２．労働者派遣事業 

①製造工程や自動車運転等の職域分野を重点に派遣就業の積極的に開拓に努めました。 

製造分野 

 就業延人員（人日） 受託件数（件） 契約金額（千円） 

平成３０年度 ３，３１７ １０ １９，１５６ 

令和元年度 ５，７９７ ３７ ３６，４３０ 

前年対比達成率（％） １７４．８ ３７０.０ １９０．２ 

自動車運転の分野 

 就業延人員（人日） 受託件数（件） 契約金額（千円） 

平成３０年度 ７，４３９ ４９ ３８，９１３ 

令和元年度 ６，０３０ ４４ ３９，６８６ 

前年対比達成率（％） ８１．１ ８９．７ １０２．０ 

 



②派遣就業に従事する会員に対し就業訓練を行いました。 

入職時訓練       １１２名の実施 

キャリアアップ教育訓練 ２３３名の実施 

３．職業紹介事業 

直接雇用を希望する発注者及び会員に対し職業紹介事業を実施したが契約は未成立

でした。 

４．訪問介護事業・総合福祉事業 

①介護保険事業所として訪問介護事業実施しました。 

 就業延人員（人日） 受託件数（件） 契約金額（千円） 

平成３０年度 ２，１３７ ２４０ ６，５１４ 

令和元年度 １，８７１ １９１ ５，５０８ 

前年対比達成率（％） ８７．６ ７９．６ ８４．６ 

②くすのき広域連合主体の新総合事業。また、地域支援に必要な講習会に５名が受講 

しました。 

 就業延人員（人日） 受託件数（件） 契約金額（千円） 

平成３０年度 １，０９１ １８９ ３，５５９ 

令和元年度 １，３３０ ２３３ ４，１２６ 

前年対比達成率（％） １２１．９ １２３．３ １１６．０ 

③福祉有償運送事業に努めました。 

 就業延人員（人日） 受託件数（件） 契約金額（千円） 

平成３０年度 ２，４０９ ２，２８４ ２，１５１ 

令和元年度 １，９６０ １，９０５ １，７７９ 

前年対比達成率（％） ８１．４ ８３．４ ８２．７ 

④第２層生活支援事業を実施した結果、市内の全圏域で、延べ４，３００名の市民が参 

加し「いきいき百歳体操」の普及啓発や傾聴活動に努めました。 

５．弁天池公園の指定管理事業者として、適正な運営管理に努めました。また、弁天池 

公園の普及啓発活動の一環として、「スプリングカーニバル（4 月 29 日）、ふれ愛感 

謝祭（11 月 23 日）」を開催し、過去最高の来場者数となりました。 

６．センターが自主で事業を実施している、喫茶「チエブクロー」や地域交流サロン「つ 

どエール」の事業や、作業所「ハッピーエール」の運営,市民農園の運営管理など、 



公益性の高い事業運営に努めました。 

７．地方公共団体や商工団体等と連携して、地域企業の雇用問題の解決、地域企業の活 

性化、地域社会・経済の維持・発展等につながる新たな就業機会を創出する事業と 

して、「伝統野菜栽培促進活用事業」「福祉作業所で育児支援・地域交流・世代間交 

流活性化事業」を実施しました。 

「伝統野菜栽培促進活用事業」（レンコン・クワイを栽培し、イベントでの販売） 

 就業延人員（人日） 契約金額（千円） 

平成３０年度 ３３６ ４１ 

令和元年度 ８３７ ４４０ 

前年対比達成率（％） ２４９．１ １０７３．２ 

「福祉作業所で育児支援・地域交流・世代間交流活性化事業」 

（介護予防の福祉作業所で軽作業の実施） 

 就業延人員（人日） 受託件数（件） 契約金額（千円） 

平成３０年度 ６８４ ３０ ５７８ 

令和元年度 １，４８２ ６０ １，３４５ 

前年対比達成率（％） ２１６．７ ２００．０ ２３２．７ 

(２)就業の質の向上 

技能研修会の参加 

①大阪府シルバー人材センター協議会河北ブロック地区主催の植木剪定技能講習２名 

の会員が参加しました。また、センター独自で実施した除草講習会に２０名の会員 

が参加しました。 

②大阪府シルバー人材センター協議会が主体とする接客講習をセンターが運営する 

喫茶「チエブクロー」で実施し、６名の方が参加しました。 

【３】普及啓発活動を推進する 

（１）センター主催イベントや各種団体等のイベントへの参画に努めました。また、センタ 

ーの活動や主旨が広範囲に浸透する工夫を凝らした普及啓発活動に努めました。 

１．センターが主体とする普及啓発活動 

①弁天池公園イベント実行委員会を組織し、指定管理施設「門真市立弁天池公園」で、 

イベントを開催しました。 

 スプリングカーニバル 来場者数 ５，１４８名  ４月２９日開催 



 ふれ愛感謝祭     来場者数 ９，３４８名 １１月２３日開催 

②清掃ボランティア活動として、市内全域の美化活動に努めました。 

弁天池公園清掃活動   参加者数 ８２７名   １２実施回数 

  市内美化活動      参加者数 ５７７名   １２実施回数 

③門真市役所ロビー啓発活動を実施しました。 

  門真市役所別館普及啓発活動 ２３回実施 

④その他普及啓発活動推進を推進しました。 

 イオン古川橋店での普及啓発活動 ５回実施 

２．「第３回ふるさと門真まつり」、「プラザｄｅ門真もん市」へ参画しました。 

３．地方公共団体や、市民団体、企業団体、ＮＰＯ等が開催する事業に協賛し、普及啓 

  発活動に努めました。 

（２）機関紙やマスメディア、またはソーシャルネットワークを駆使した広報活動を図りま 

した。 

１．機関紙「門真市シルバー人材だより」の発行を１０月号広報に折込し、全世帯に配 

  布いたしました。 

２．各種マスコミやケーブルテレビ『Ｊ：ＣＯＭ』や『ＦＭ-ＨＡＮＡＫＯ』等に積極的 

に出演しました。 

３．年６回週刊大阪日日新聞に会員の活躍状況や入会案内などの広告を掲載しました。 

４．ホームページに最新情報を掲載し、シルバー事業の活躍を公開しました。 

（３）清掃やイベント協力、ボランティア活動を実施し、普及啓発の周知に努めました。ま

た、地域の安全ボランティア活動として、青色防犯パトロール活動を実施しました。 

（４）フレンドリーショップの活用 

１．フレンドリーショップの加盟店として、新たに７店舗の協力を得ることが出来まし 

た。 

２．フレンドリーショップ加盟店相互のコラボレーション商品の開発など、マッチング 

に努めました。 

３．既存加盟店での会員の利用率増加・就業機会の開拓に努めます。 

【４】公益社団法人としてのガバナンスの徹底を図る 

１．法令遵守と諸規程の整備、遵守に努めました。また、理事会に審議案件２１件を上 

程し、議決しました。 



２．ホームページの掲載、事務所掲示板への開示及び情報公開資料の設置など情報公開 

に努めました。 

３．個人情報保護方針に基づき個人情報保護に努めました。 

【５】安全・適正就業を推進する 

１．無事故就業目指し、安全就業の推進に努めました。 

①門真警察署等の協力を得て、自転車運転講習会を開催した結果、２１４名が受講し 

ました。 

②自動車安全運転の講習を実施し,６０名が受講しました。 

③安全就業推進委員会による現場立ち入り安全パトロールを３８件実施し、安全対策 

に努めました。 

④各講習会・研修会の際に救急救命講習を開催し、職場の安全性を高めました。 

⑤事務局通信等で周知し、自転車保険の加入の呼びかけを行いました。 

⑥結果として、傷害事故件数０件、賠償事故件数１件、労災（派遣事業）事故件数４ 

件となりました。また、事故の再発防止のため、事故事例の検証を実施し、事故事 

例の公開と再発防止に努めました。 

２．適正就業を推進しました。 

①『適正就業ガイドライン』の周知徹底に努めました。 

②就業の現況調査と契約内容の再チェックを実施し、適正な情報管理に努めました。 

③就業の適正化とモラル向上、就業の質の向上を目的とした、全会員対象とした適正 

就業特別研修会を開催し、１，２１４名が受講しました。 

３．健康管理、健康診断の推進を図りました。 

①事務局通信等で市民健康診査の受診を周知しました。 

②会員の心得を遵守し、自己の健康管理に努め、健康な状態で就業するように啓発し 

ました。 

【６】法人組織の活性化を目指す 

１．理事会 

①公益社団法人としての組織運営の活性化に努めました。 

②理念を現実にする最高の執行機関として、総会で２件の審議案件を上程し、全ての 

案件が決議されました。 

③公益認定委員会や国、府、市の指導に従い、コンプライアンスの徹底を図り、法人 



組織運営に努めました。 

④先進的な取り組みを進める松山市、尾道市、仲善広域ＳＣの３センターに訪問し, 

センターが抱える問題点の具体的な改善点を視察しました。 

２、三役部会 

①理事長、副理事長、専門部会長で毎月１５日に会議を開催し、迅速な事業運営に取 

り組みました。 

②「組織部会」、「就業開拓部会」、「普及啓発部会」を中心とし、具体的事業内容の連 

絡調整に努めました。 

③審議案件を事前協議し、立案をしました。 

３、各種委員会 

①「安全就業」「適正就業」「女性活躍」「清掃ボランティア」「イベント推進」の具体 

的目的を有した委員会を運営し、活性化に努めました。 

４、事務局体制の充実 

①定款や諸規定、理事会の議決に従い、迅速かつ的確な業務運営の遂行に努めました。 

②公認会計事務所の指導の下、公益会計基準に準拠した適正な会計処理に努めました。 

５、法人運営を活性化する取組 

①『設立４０周年へのマスタープラン』の検証を行いました。 

②設立４０周年記念事業実行委員会を中心に事業実施に向けた運営に努めました。 

③職域班活動の取り組みとして、技能のレベルアップ、見積金額の統一、事務の合理 

 化などの取組みを図りました。また、地域班組織を現４ブロック１７の班体制から 

門真市が推進している地域会議の範囲をセンター地域班として、活動範囲の変更を 

検討してまいりました。 

６、理事及び監事候補者の推薦公募を実施する等役員候補者選考委員会による人材の発 

掘を行い、次期改選に向けた準備を行いました。 

【７】描け未来、次の十年へ 

第二期中長期計画の作成 

センターを取り巻く環境が大きく変化する中、第２期の中長期計画作成に向けて、 

外部の有識者を迎えた策定委員会の立ち上げに着手しました。 


